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書評

澤宗則「吉原直樹・近森高明編『都市のリアル』」

『三田社会学』第 20 号（2015 年 7 月）188-193 頁

書評：吉原直樹・近森高明編

『都市のリアル』有斐閣、2013 年

澤 宗則 

編集委員の近森先生から本書の書評の依頼をいただいた時、「テキストとして編まれた本書は

テキストとして書評する」のが最もふさわしいのではないかと考えた。そこで、勤務する神戸

大学での演習（コミュニティ論演習 A・B）のテキストとして、学部 3～4 年生と院生の合計 14
人で輪読を行った。担当者が毎回各章の内容を紹介したうえで、論点を 2 つ提示した。ゼミ参

加者は 2～3 班に分かれ、論点に従い議論を行った。1 つめの論点に関し、KJ 法に則りながら、

付箋紙（1 項目 1 枚）と模造紙を使用し議論し、班内での意見をまとめ、発表を行った。質疑

応答の後、他の班の発表と質疑応答をそれぞれ行った。その後、2 番目の論点について同じ作

業を行った。なお、発表レジュメ、各班での議論内容については、澤ゼミ＠ブログ

（http://sawazemi.blog68.fc2.com/）で公開し、そのコメント欄を利用して、執筆者や他の読者と

の交流を企図した。都市を読み解くこのテキストを、学生がどのように読み解いたかを示した

い。

＜序章「ゆらぐ都市」から「つなぐ都市」へ＞「つなぐ都市」において重視すべき要素は何

かが論点となった。「格差」の問題が様々な場所、形で露呈されていることがうかがえる議論だ

った。興味深かったことは、どの世代に焦点を当てて問題解決に取り組み、その恩恵を受ける

かが班で異なった点である。A 班では「格差の再生産」や「未来のビジョン」を見つめる必要

性があるとし、次の世代に焦点を当てていた。これとは異なり B 班では、「格差」の問題解決

に取り組んだ結果が見える形で現れる（または自分たちに還元される）ことが、個々人が問題

解決に取り組むうえで重要であると結論付けた。将来の問題を解決するために「今」すべきこ

とを考えることはもちろんのことだが、現代において将来の世代まで見据える余裕がないほど、

現代社会の問題が逼迫していることが感じられた。

 ＜第１部 問いのなかの都市 第１章 計画と開発のすきまから―人間不在の足跡を読む

＞戦後の都市計画と都市発展における「人間不在」の考えから、その後コミュニティ政策、地

縁を再形成しなければならないという議論が発生した。都市から郊外への人口流出が起こり、

地方・郊外・都市に限らず、集落・コミュニティの維持が人口減少により難しくなるという事

態に直面している。東日本大震災を契機として、コミュニティの再編に注目、同時に新しい地

域マネジメントに向けての議論も発生している。どの班の議論においても、同世代間、また、

他世代間での繋がりを生む場、機会、装置作りが根本として求められるのではないかという文

脈を感じとることができた。
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の意義を見いだす度合いは低い。その代わりに、「部活を通して友情を深める」「自由な時間

を持つ」などが日本では非常に重視されている（本田 2005: 124-5）。 
日本の高校では当然のこととして受け止められている「自由な時間を楽しむ」や部活等で「友

情をはぐくむ」など、メリトクラシーの希薄さは海外から来日した生徒たちにとって、日本の

学校に馴染むのを阻む要因であるともいえるだろう。 
 

（２）学習スタイルの相違 
フィリピンであれば英語、中国であれば数学のような教科は日本に比べ進度が早いため、日

本語をそれほど基盤としない科目では、じつは来日年数が短い生徒のほうが成績に有利に働い

ていることも事実である。そのため、これらの科目については日本で育った時間が長い子ども

より、「直前来日型」の子どものほうが有利になるという（広崎 2007:230）。母国での既習事

項については、かれらにとっては「貯金」のごとく、まず日本の高校受験において、そして入

学後の学習においても「強み」となっている。 
しかし、その「貯金」も時間の経過とともに減少してくるし、未習事項や未習科目について

はとたんに「日本語」が壁となって立ちはだかることになる。とくに中国人生徒にどのように

勉強をしているかと聞くと、「テスト前はプリントをとにかく丸暗記している（死記硬背）」

と答える者が多い。同校で日本語を指導する非常勤講師は、学内のイベント後にそれについて

の作文を書かせようとしたところ、「模範文を欲しい」と尋ねられたという。また提出された

文章が形式的だったこともさらにその教師を驚かせたという（坪谷 2013: 145）。また日本語能

力試験の最上級である N1 に合格しても日本語をうまく話せないなど、高校の試験や検定試験

では測りきれない日本語の会話力や文章力向上の難しさもこの講師たちは指摘している（坪谷

2013: 145）。 
母国の学校と比較して勉強量の少なさに不安を持ちながらも、授業や勉強の仕方やコツをう

まく掴みきれないでいる外国につながる生徒の実態が窺える。このことを良く表す中国人生徒

の語りがある。 
 

D（中国、女子）  
中国の学校では教科書通りに系統立てて、教科書を暗記してという勉強しかしてこなか

ったから、日本の学校のように「わからないところがあれば先生に聞きなさい」と言われ

ても何がわからないのかがわからないのです。だから、日本語の勉強方法にしても、なか

なかつかめないんです。もっと日本語の授業の時間を増やしてほしいです。 
 

G、H（中国、女子） 
夏休みに何校が大学説明会に行ってそれをグループごとに発表するという課題があり

ました。「自由にまとめて良い」と言われてもどんな風にまとめれば良いのかわからない

188
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 ＜第２章 都市は甦るか―不安感の漂うなかで＞日本が選択すべき都市像とは何かが論点と

なった。テロ事件、自然災害などのような予知不能なリスクは、都市が直面している危機をさ

らに深刻化させている。危機への対応の視点から、現代都市のあるべきビジョンをどのように

考えればいいのか。それは経済の繁栄のみならず、住民一人ひとりの「生活の質」を確保する

ことに重点をおく、「持続可能」な都市づくりを目標とするはずである。ニューヨークと東日本

大震災被災地を手掛かりとして、各班は日本が選択すべき都市像について、危機管理と住みや

すい都市の提言や、コンパクト化都市への異議などをベースに構想した。同時に、リスクに直

面する現代都市の脆さも十分に認識し、安心・安全な都市ビジョンを目指す時の、監視社会の

強化によるコミュニティの崩壊などの諸困難が挙げられた。

 ＜第３章 不安の深層から―見えない犯罪の裏側を探る＞日常生活のあらゆる場面において

安心・安全な社会づくりへの取り組みが行われている。担い手も個人や組織と様々だ。また自

主防犯・カメラでの監視・データベース化と時代が進むにつれて効率化も進んでいる。しかし、

効率化によって排除や、表向きは防犯のためであっても結果として不安が増大する矛盾がより

顕著になってきた。そうした二面性を持つ安心・安全への街づくりは、多様性を失い、同質性

を高めた、「閉じた社会」をつくりあげてしまう。結果として少し怪しいと感じたらすぐに排除

の力が働く社会になってしまうのだ。そうした社会にならないためにはどうしたら良いのか。

挨拶程度が出来る近隣との付き合いや、NPO を活かした街づくりが必要なのではないかという

意見が出た。だが現実的には、人々の倫理観や価値観は人それぞれであるため、そうした社会

の実現も難しいのかも知れない。

 ＜第４章 働くものの目線―サービス産業化する都市の内側＞第三次産業の労働環境の問題

は都市であることと不可分に関わっている。それは人口の集中であり、非フルタイム労働者と

しての若者、女性が求める就労先としての存在でもあり、そして第三次産業に従事する者を対

象とした市場でもある。言いかえれば一次・二次産業を主とする地方と、第三次産業を主とす

る都市では、飲食店やコンビニエンスストアのあり方が異なってくる。労働環境の問題につい

ては、現場を回すには圧倒的に不足している人員と、対して可能な限り人件費を削減したい経

営側との相互の不一致、また労働者の定着がすすまないという負のスパイラル、人的資源をす

り減らして利益を生み出しているといった都市の中の矛盾の一つの顕在化とも取れるだろう。

法律の順守は前提として、過剰サービス気味にある現状から抑制方向に入る、労働者が抵抗力

を持つなど、意識改革、啓蒙的な部分での改善が必要という意見があげられた一方、労働組合

による問題解決という意見は少なかった。

 ＜第２部 ゆらぐ都市のかたち 第５章 見えない家族，見える家族―イメージの変容から

＞女性の社会進出による性別役割分担の変化、「家」から「個」への価値観の転換、さらに経済

状況の変化による一億総中流モデルの崩壊、出産・育児を困難にさせる社会システム、こうし

た背景が複雑に絡み合って家族のあり方を変化させている。また、地域コミュニティの希薄化

も、同じく進む現象である。こうした中で高齢化や無縁化が大きな社会問題として取り上げら
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の主題とも相通じるものがある。

 〈私〉の内側を食べ物で洗うことで、透明になりたいという記述にはうならされた。透明化、

あるいはその延長線上に予感される死の官能とでも言うべきものを垣間見てしまったものなら

ば、このテクストを軽く読み飛ばすことは難しい。

 筆者の過食嘔吐のサイクルはやがて弱まっていく。そのきっかけとなったのは、実に物質的

な環境の変化と、他者のまなざしからの遮蔽だった。他者を退けること、身体と世界との道具

的な関係を断絶させることが、むしろ感情性の回復をもたらしうるという記述は、澤田論文で

提示された理論にどのような示唆を与えるだろうか。

 筆者は最後に、過食嘔吐が落ち着いたあとのエピソードを紹介している。

 普通に人並みの食事ができるようになってきて、その頃に、今付き合っている相手に、

…すごいぶつかるっていうか、パニックみたいになっちゃって、泣きわめいたり、殴りか

かったりするときがあって（笑）［2013.8］（p.70）

いまだ図式化や意味化が達成されていない段階で、それでも感情性の取戻しが始まっている

ということ。そしてその傍らには、きっと信頼する他者の存在があるということ。これらのこ

とは、澤田論文の祈りにも似た結論と呼応している。

＊

岡原論文は、喘息発作という経験が、本人の生と親密な他者との関係にどのような影響を与

えるのかについて描いたオートエスノグラフィーである。

本論文でなによりも印象的なのが、発作というイベントによって調律されていく家族関係の

リズムである。大きな喘息発作の到来は、不安を媒介に家族の結びつきを一時的に高めるが、

発作が過ぎ去ると、各々のメンバーは喘息の原因をめぐる自責的・他責的な負い目のモードに

入って互いに責め合う。家族に共有されていた不安と負い目という二つの感情は、前者が家族

の一体性を高めるのに対して、後者は家族に亀裂を与えるのだ。

みずからの発作がきっかけとなって、「家族みんなの生活がその順調な流れを突然に停止させ、

…歯車を狂わせ、私の喘鳴に同調していく」（p.99）日常の中で、筆者は、「家族の日常になん

らかの異変があれば、それを「私のせい」にする」（p.99）という、頑なともいえる思考様式を

習慣化させた。そこでいう異変には、上記のような発作後の亀裂も含まれる。亀裂に対して負

い目を感じ続ける筆者が、「もし、その亀裂を一時的にでも修復しようとすれば、それは間違い

なく喘息の発作という手段しかなかったのである」（p.103）ここに、「発作を経由する、一体性

と亀裂の無限循環」（p.103）が存在していた。

 発作→不安による一体化→寛解→負い目による亀裂→発作…という、身体と家族の力学が密

189
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れ、一方でそれをきめ細やかに包摂できるだけの公的システムが機能不全に陥っている。家族

内、家族間、家族が属する社会、この 3 つが相互的に関わって問題を複雑化させている現状を

どう捉えたらよいか。議論では家族の解体にまで話が及んだ。これまで家族が担ってきた機能

は民間の外部サービスによって代行される。しかしその受益者とならない弱い立場の人々は、

「自助」のもとに家族内外の自主的扶助を求められる。国家がそうした人々を包摂できるだけ

の体力を有していないことも事実である。現状を正確に捉え解決につなげていくためには、ま

ず家族の多様化を理解することと、その背景にある社会環境の変化に目を配ることが不可欠だ

ろう。

 ＜第６章 あるけど，ないコミュニティ―町内会のゆくえ＞既存のコミュニティとそれを補

完する部分的コミュニティは、それぞれ限界性を持っている。両者を包括するものとして、行

政などがそれぞれのコミュニティの構成員を繋ぎ、新たなコミュニティを創りだす場を提供し

ていくことが求められる。いわゆる「ブリッジとしてのガバナンス」であり、その主体はあく

まで構成員であって行政ではない。しかし、こうした新たなコミュニティが個人化の進む現代

社会において実現可能かどうかについて、有効な答えを出すことができない。参加のインセン

ティブを生み出すことは容易ではなく、持続性にも問題がある。限界性を克服するための新し

いコミュニティそのものが、プランニングの段階で既に限界性を持つという袋小路に陥ってい

るのである。

 ＜第７章 きしむワーク―行政のはざまで＞その日が暮らせる生活の糧しか得られない人、

単純化される仕事に長時間拘束される人、正規の仕事はなく雑業に追われている人など、しん

どさを抱える人々が都市にはあふれている。まじめにこつこつ努力することが成功への近道だ

った時代は、過去のものとなったのだろう。一人ひとりのまじめな努力では解決できない労働

に関する「しんどさ」「きしみ」が、どこからくるのか。学生の多くの議論が現実からかけ離れ

た上滑りになってしまうのは、高齢者や貧困層など社会的弱者の生活実態を理解できていない

からであろう。さらに、「社会構造を変革するために」必要なことは何かを論議したが、社会の

変革がどこから起こるのか、それは誰が取り組む問題なのか、私たち自身の取り組みなのか、

経験がないために問題を掘り下げられないもどかしさを感じた。同じ人間として、わが身をき

しむ現実の場に置いてみて、その現実に対して何が必要か、学生一人ひとりに何ができるかを

議論できる力が必要だと感じた。

 ＜第８章 生と死のあいだ―都市高齢者の孤独に向き合う医療と介護＞自らの生と死につい

て考える議論となった。学生にとっては、「死」を身近のものとして捉えるのは難しい。しかし、

少子高齢化が進み、無縁社会とも言われる都市に住まい都市に死ぬ 1 人の人間として、生と死

を分断することなく一本の繋がりとして捉えた時、望ましい「死」を迎えるためには「生」の

あいだの様々な要素（就職・結婚・人とのつながり等）が必要になることが見えてきた。例え

ば、間近に控えた就職も、長い目で見れば１人ひとりの「死」につながる重要な選択の時だと

いうこと。とりわけ女性にとっては結婚が、居住地選択という点でその後の人生に大きく関わ
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と答える者が多い。同校で日本語を指導する非常勤講師は、学内のイベント後にそれについて

の作文を書かせようとしたところ、「模範文を欲しい」と尋ねられたという。また提出された

文章が形式的だったこともさらにその教師を驚かせたという（坪谷 2013: 145）。また日本語能

力試験の最上級である N1 に合格しても日本語をうまく話せないなど、高校の試験や検定試験

では測りきれない日本語の会話力や文章力向上の難しさもこの講師たちは指摘している（坪谷

2013: 145）。 
母国の学校と比較して勉強量の少なさに不安を持ちながらも、授業や勉強の仕方やコツをう

まく掴みきれないでいる外国につながる生徒の実態が窺える。このことを良く表す中国人生徒

の語りがある。 
 

D（中国、女子）  
中国の学校では教科書通りに系統立てて、教科書を暗記してという勉強しかしてこなか

ったから、日本の学校のように「わからないところがあれば先生に聞きなさい」と言われ

ても何がわからないのかがわからないのです。だから、日本語の勉強方法にしても、なか

なかつかめないんです。もっと日本語の授業の時間を増やしてほしいです。 
 

G、H（中国、女子） 
夏休みに何校が大学説明会に行ってそれをグループごとに発表するという課題があり

ました。「自由にまとめて良い」と言われてもどんな風にまとめれば良いのかわからない
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るということ。「死に方」につながる数々の問題がすでに学生の目の前に存在していることに改

めて気付いた。ここに、 “「どう死にたいか」を決定するためには、「どう生きたいか」を問わ
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音楽観も見ることができた。受験勉強や子供の出産時の喜び、家族愛など若い時代の体験や経

験と曲が一緒になって記憶され、歌と共に当時が想起されている。また、古い時代に分類され

た曲ほど「スタンダード」に分類されていないものであっても、いまなお多くの人に認知され
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の主題とも相通じるものがある。

 〈私〉の内側を食べ物で洗うことで、透明になりたいという記述にはうならされた。透明化、

あるいはその延長線上に予感される死の官能とでも言うべきものを垣間見てしまったものなら

ば、このテクストを軽く読み飛ばすことは難しい。

 筆者の過食嘔吐のサイクルはやがて弱まっていく。そのきっかけとなったのは、実に物質的

な環境の変化と、他者のまなざしからの遮蔽だった。他者を退けること、身体と世界との道具

的な関係を断絶させることが、むしろ感情性の回復をもたらしうるという記述は、澤田論文で

提示された理論にどのような示唆を与えるだろうか。

 筆者は最後に、過食嘔吐が落ち着いたあとのエピソードを紹介している。

 普通に人並みの食事ができるようになってきて、その頃に、今付き合っている相手に、

…すごいぶつかるっていうか、パニックみたいになっちゃって、泣きわめいたり、殴りか

かったりするときがあって（笑）［2013.8］（p.70）

いまだ図式化や意味化が達成されていない段階で、それでも感情性の取戻しが始まっている

ということ。そしてその傍らには、きっと信頼する他者の存在があるということ。これらのこ

とは、澤田論文の祈りにも似た結論と呼応している。

＊

岡原論文は、喘息発作という経験が、本人の生と親密な他者との関係にどのような影響を与

えるのかについて描いたオートエスノグラフィーである。

本論文でなによりも印象的なのが、発作というイベントによって調律されていく家族関係の

リズムである。大きな喘息発作の到来は、不安を媒介に家族の結びつきを一時的に高めるが、

発作が過ぎ去ると、各々のメンバーは喘息の原因をめぐる自責的・他責的な負い目のモードに

入って互いに責め合う。家族に共有されていた不安と負い目という二つの感情は、前者が家族

の一体性を高めるのに対して、後者は家族に亀裂を与えるのだ。

みずからの発作がきっかけとなって、「家族みんなの生活がその順調な流れを突然に停止させ、

…歯車を狂わせ、私の喘鳴に同調していく」（p.99）日常の中で、筆者は、「家族の日常になん

らかの異変があれば、それを「私のせい」にする」（p.99）という、頑なともいえる思考様式を

習慣化させた。そこでいう異変には、上記のような発作後の亀裂も含まれる。亀裂に対して負

い目を感じ続ける筆者が、「もし、その亀裂を一時的にでも修復しようとすれば、それは間違い

なく喘息の発作という手段しかなかったのである」（p.103）ここに、「発作を経由する、一体性

と亀裂の無限循環」（p.103）が存在していた。

 発作→不安による一体化→寛解→負い目による亀裂→発作…という、身体と家族の力学が密

書評

151 

の主題とも相通じるものがある。

 〈私〉の内側を食べ物で洗うことで、透明になりたいという記述にはうならされた。透明化、

あるいはその延長線上に予感される死の官能とでも言うべきものを垣間見てしまったものなら

ば、このテクストを軽く読み飛ばすことは難しい。

 筆者の過食嘔吐のサイクルはやがて弱まっていく。そのきっかけとなったのは、実に物質的

な環境の変化と、他者のまなざしからの遮蔽だった。他者を退けること、身体と世界との道具

的な関係を断絶させることが、むしろ感情性の回復をもたらしうるという記述は、澤田論文で

提示された理論にどのような示唆を与えるだろうか。

 筆者は最後に、過食嘔吐が落ち着いたあとのエピソードを紹介している。

 普通に人並みの食事ができるようになってきて、その頃に、今付き合っている相手に、

…すごいぶつかるっていうか、パニックみたいになっちゃって、泣きわめいたり、殴りか

かったりするときがあって（笑）［2013.8］（p.70）

いまだ図式化や意味化が達成されていない段階で、それでも感情性の取戻しが始まっている

ということ。そしてその傍らには、きっと信頼する他者の存在があるということ。これらのこ

とは、澤田論文の祈りにも似た結論と呼応している。

＊

岡原論文は、喘息発作という経験が、本人の生と親密な他者との関係にどのような影響を与

えるのかについて描いたオートエスノグラフィーである。

本論文でなによりも印象的なのが、発作というイベントによって調律されていく家族関係の

リズムである。大きな喘息発作の到来は、不安を媒介に家族の結びつきを一時的に高めるが、

発作が過ぎ去ると、各々のメンバーは喘息の原因をめぐる自責的・他責的な負い目のモードに

入って互いに責め合う。家族に共有されていた不安と負い目という二つの感情は、前者が家族

の一体性を高めるのに対して、後者は家族に亀裂を与えるのだ。

みずからの発作がきっかけとなって、「家族みんなの生活がその順調な流れを突然に停止させ、

…歯車を狂わせ、私の喘鳴に同調していく」（p.99）日常の中で、筆者は、「家族の日常になん

らかの異変があれば、それを「私のせい」にする」（p.99）という、頑なともいえる思考様式を

習慣化させた。そこでいう異変には、上記のような発作後の亀裂も含まれる。亀裂に対して負

い目を感じ続ける筆者が、「もし、その亀裂を一時的にでも修復しようとすれば、それは間違い

なく喘息の発作という手段しかなかったのである」（p.103）ここに、「発作を経由する、一体性

と亀裂の無限循環」（p.103）が存在していた。

 発作→不安による一体化→寛解→負い目による亀裂→発作…という、身体と家族の力学が密

191



書評

192 

ているものが多く、メディアがテレビ・ラジオ中心で、現在よりも「音楽」という分野が細分

化されていなかったこともわかった。

＜第４部 都市のリアル 終章１ 上からと下から―都市を見る漱石の目、鴎外の目＞ 

学生たちの都市空間のとらえ方を具体的に出してみた。まず「上からの視点」では、住宅街、

商業地域など土地利用によるとらえ方、地図、衛星写真、山の頂上という鳥瞰的なとらえ方が

多く出た。その他、未知の土地をネットのマップで調べる、統計で町の特徴をとらえる等の視

点が出た。これらは、都市を外から見る把握方法であり、視覚優位で静止的な都市のとらえ方

である。これらに共通しているのは、ランドマークとなる建物、道路や土地利用を、どこであ

っても同じ目線で、「何の違和感も抱かずに入り込み、しかも徹頭徹尾『上から』『外から』他

者として見下ろすという態度」（pp.215-216）で見ている点である。しかし、学生の経験する「上

からの視点」の中に、鷗外と同じような「上昇志向」を経験したかどうかに関しては、神戸大

学に合格して、誇らしい気持ちでキャンパスへの坂道を歩いた時や、キャンパスから神戸の街

を見下ろした時のことを思い出してもよかったと思う。そうすれば、鷗外が感じた都市に対す

る「自負心」や「他者として利用する」気持ちなどが理解できたかもしれない。次に「下から

の視点」では、「人」と「環境」とに分けられると考えた。「人」では、都市に暮らす人（若者、

高齢者の割合）、観光客や人の多さ、人の交流、着ているもの、幼少時代の経験などがあげられ

た。視覚・触覚などの感覚で都市をとらえるという視点は難しい。「環境」では、町の臭い・雰

囲気、動植物の存在、街の照明（明るさ）、商店の種類、話し声、神聖な場所の存在、鉄道・道

路などの生活空間などあげられた。漱石が感じた「街が発する激しい動きや音に対する内面的

恐怖」を感じる場合を検討すると、「環境」については、「快／不快」で考えてみる視点がある

という意見が出た。そして、不快と感じる環境の中で、内面的恐怖を感じる人がいるのではな

いかと考えた。例えば、街の照明や臭い、鉄道・道路などの生活空間などである。これらはま

た、人によって異なる感覚である。しかし、あくまで「都市に住まう者」が感じる視点である

ことに違いないものをあげられたと思う。

 ＜終章２《都市的なるもの》の救出―ベンヤミンを補助線にルフェーヴルを読む＞都市で自

由を感じられる地域やタイミング、また反対に自由を阻害される例を挙げた。地域としては下

町が、タイミングとしてはハロウィンの仮装や関西の野球球団が優勝した時など、お祭りのよ

うな極めて限定したものが挙がった。自由を阻害するものとしては、公共の空間であるはずの

公園で特定の遊びを禁止されたり、自由な学びが保障されているはずの学校で不自由さを感じ

たりといったものが挙げられた。中でも、自由を保障するための法律によって、逆に私たちの

生活が縛られていること、お金により大抵のものを手にできる自由があるが、逆にお金がなけ

れば不自由になっていくこと、この二面性・両義性に注目していかなければならないと考えら

れる。富を持つ者が政治権力と結びつき、自分たちに都合の良い政治を進めていくことで、富

を持つ者の自由が増していく一方で、貧しい人たちの自由は奪われている。中間層は富める者

の恩恵にあずかって自由を感じるときもあるだろうが、反対に富める者にしか有利でない政策
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の意義を見いだす度合いは低い。その代わりに、「部活を通して友情を深める」「自由な時間

を持つ」などが日本では非常に重視されている（本田 2005: 124-5）。 
日本の高校では当然のこととして受け止められている「自由な時間を楽しむ」や部活等で「友

情をはぐくむ」など、メリトクラシーの希薄さは海外から来日した生徒たちにとって、日本の

学校に馴染むのを阻む要因であるともいえるだろう。 
 

（２）学習スタイルの相違 
フィリピンであれば英語、中国であれば数学のような教科は日本に比べ進度が早いため、日

本語をそれほど基盤としない科目では、じつは来日年数が短い生徒のほうが成績に有利に働い

ていることも事実である。そのため、これらの科目については日本で育った時間が長い子ども

より、「直前来日型」の子どものほうが有利になるという（広崎 2007:230）。母国での既習事

項については、かれらにとっては「貯金」のごとく、まず日本の高校受験において、そして入

学後の学習においても「強み」となっている。 
しかし、その「貯金」も時間の経過とともに減少してくるし、未習事項や未習科目について

はとたんに「日本語」が壁となって立ちはだかることになる。とくに中国人生徒にどのように

勉強をしているかと聞くと、「テスト前はプリントをとにかく丸暗記している（死記硬背）」

と答える者が多い。同校で日本語を指導する非常勤講師は、学内のイベント後にそれについて

の作文を書かせようとしたところ、「模範文を欲しい」と尋ねられたという。また提出された
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まく掴みきれないでいる外国につながる生徒の実態が窺える。このことを良く表す中国人生徒

の語りがある。 
 

D（中国、女子）  
中国の学校では教科書通りに系統立てて、教科書を暗記してという勉強しかしてこなか

ったから、日本の学校のように「わからないところがあれば先生に聞きなさい」と言われ

ても何がわからないのかがわからないのです。だから、日本語の勉強方法にしても、なか

なかつかめないんです。もっと日本語の授業の時間を増やしてほしいです。 
 

G、H（中国、女子） 
夏休みに何校が大学説明会に行ってそれをグループごとに発表するという課題があり

ました。「自由にまとめて良い」と言われてもどんな風にまとめれば良いのかわからない
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が進めば不自由を感じることもあるだろう。富める者への規制を強化すれば中間層以下は自由

を感じやすくなるのか、というと必ずしもそういうことにはならないだろう。どんなに社会の

諸制度が整ったとしても、人々が他人と関わり合い社会の中で生きていく時には、自由を感じ

る場面もあれば不自由を感じる場面も出てくるのではないだろうか。

あの「お堅い」有斐閣出版の書籍とは思えないポップな表紙カバー。都市の駅前のような「都

市のリアル」な風景から、表紙をめくり、現代の都市社会論へと読者を誘う。その風景の深層

にある都市の様々な問題点、歪み、矛盾を知り、共有し、解決案に苦しみ、さらにその一つ一

つが実は学生のリアルな日常に繋がっていることを実感した１年であった。以上、「学生のリア

ル」な声をまとめた書評である。なお、参加した学生は以下の通りである。上田隆太郎、伊藤

優季、張超越（以上人間発達環境学研究科・院生）、小田敏文、石上大樹、木嶋恭子、沼田智紀、

細田隆史、岡川鉄平、㓛刀美優、田中謙太郎、田淵公蔵、横江祐介、吉岡優(以上発達科学部・

学生)。 

 

（さわ むねのり 神戸大学人間発達環境学研究科） 
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の主題とも相通じるものがある。

 〈私〉の内側を食べ物で洗うことで、透明になりたいという記述にはうならされた。透明化、

あるいはその延長線上に予感される死の官能とでも言うべきものを垣間見てしまったものなら

ば、このテクストを軽く読み飛ばすことは難しい。

 筆者の過食嘔吐のサイクルはやがて弱まっていく。そのきっかけとなったのは、実に物質的

な環境の変化と、他者のまなざしからの遮蔽だった。他者を退けること、身体と世界との道具

的な関係を断絶させることが、むしろ感情性の回復をもたらしうるという記述は、澤田論文で

提示された理論にどのような示唆を与えるだろうか。

 筆者は最後に、過食嘔吐が落ち着いたあとのエピソードを紹介している。

 普通に人並みの食事ができるようになってきて、その頃に、今付き合っている相手に、

…すごいぶつかるっていうか、パニックみたいになっちゃって、泣きわめいたり、殴りか

かったりするときがあって（笑）［2013.8］（p.70）

いまだ図式化や意味化が達成されていない段階で、それでも感情性の取戻しが始まっている

ということ。そしてその傍らには、きっと信頼する他者の存在があるということ。これらのこ

とは、澤田論文の祈りにも似た結論と呼応している。

＊

岡原論文は、喘息発作という経験が、本人の生と親密な他者との関係にどのような影響を与

えるのかについて描いたオートエスノグラフィーである。

本論文でなによりも印象的なのが、発作というイベントによって調律されていく家族関係の

リズムである。大きな喘息発作の到来は、不安を媒介に家族の結びつきを一時的に高めるが、

発作が過ぎ去ると、各々のメンバーは喘息の原因をめぐる自責的・他責的な負い目のモードに

入って互いに責め合う。家族に共有されていた不安と負い目という二つの感情は、前者が家族

の一体性を高めるのに対して、後者は家族に亀裂を与えるのだ。

みずからの発作がきっかけとなって、「家族みんなの生活がその順調な流れを突然に停止させ、

…歯車を狂わせ、私の喘鳴に同調していく」（p.99）日常の中で、筆者は、「家族の日常になん

らかの異変があれば、それを「私のせい」にする」（p.99）という、頑なともいえる思考様式を

習慣化させた。そこでいう異変には、上記のような発作後の亀裂も含まれる。亀裂に対して負

い目を感じ続ける筆者が、「もし、その亀裂を一時的にでも修復しようとすれば、それは間違い

なく喘息の発作という手段しかなかったのである」（p.103）ここに、「発作を経由する、一体性

と亀裂の無限循環」（p.103）が存在していた。

 発作→不安による一体化→寛解→負い目による亀裂→発作…という、身体と家族の力学が密
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